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A、飼養管理の基本

(1)温度管理

(2)湿度管理

(3)給餌管理

(4)給水管理

(5)光線管理



(1)温度管理(1)温度管理

• 入雛前日夕方までには舎内温度と床面温度
が安定する様に早めにガス点火を

• 冬季は48時間前点火
• 床面温度：28～30℃
• ヒナを冷やすことは厳禁

• 入雛前日夕方までには舎内温度と床面温度
が安定する様に早めにガス点火を

• 冬季は48時間前点火
• 床面温度：28～30℃
• ヒナを冷やすことは厳禁



ヒナ解放時の注意点①ヒナ解放時の注意点①

箱を直接コンクリートに置くと、
ヒナの脚とお腹が冷えて
しまう

箱を直接コンクリートに置くと、
ヒナの脚とお腹が冷えて
しまう

15分放置後



直腸温度の低下は危険！

床面温度28℃床面温度22℃

様々な影響で直腸温度が低下すると、
発育スタート遅れる



ヒナ解放時の注意点②ヒナ解放時の注意点②

ブルーダー付近の暖かい育雛域へ放す

・冷たい場所に放されると、そこから

あまり動かない（寒冷感作を受ける）

・よって冬季こそ重要なポイント

ブルーダー付近の暖かい育雛域へ放す

・冷たい場所に放されると、そこから

あまり動かない（寒冷感作を受ける）

・よって冬季こそ重要なポイント



温風育雛 スポット育雛

日齢 温度℃*
温度℃

ブルーダーの端
（A）

ブルーダーの端
から2m(B)

餌付時 30 32 29
3 28 30 27
6 27 28 25
9 26 27 25
12 25 26 25
15 24 25 24
18 23 24 24

2009ブロイラー管理マニュアルP19参照

育雛温度 2009年度版育雛温度 2009年度版



全ての隙間は、外側から塞ぐこと！



(2)湿度管理(2)湿度管理
• 相対湿度60～70％（最初の4-5日間）
• 脱水が進んだヒナや、小さいヒナでは
特に重要

• 順送ファンで舎内空気を撹拌すると、
温度と湿度が早く安定する

• 相対湿度60～70％（最初の4-5日間）
• 脱水が進んだヒナや、小さいヒナでは
特に重要

• 順送ファンで舎内空気を撹拌すると、
温度と湿度が早く安定する

柄杓で水撒き



冬季の鶏舎内は、湿度確保が困難
（例）

• 鶏舎内を５℃→２７℃に暖めると、
湿度は４０％→１０％に低下する

5℃ 2７℃

４０％

１０％ ２ｇ/㎥



湿度不足がもたらす危険性

５０％以下になると

• ヒナの脱水が進む
• 気管の上皮細胞にダメージ

乾燥によるひび割れ・・・雑菌の侵入

繊毛運動の低下・・・・・異物の侵入

• 肺にダメージ・・・
酸素と二酸化炭素の交換効率低下



涼しい寒い 暖かい 暑い温度

温度快適／中性帯寒冷ストレスの増加 ヒートストレスの増加

エネルギー不足量 エネルギー不足量

最高成績帯

温度と増体との関係：温度－中性帯

余分のエネルギーは
成長と増体の為に利用

最低

最高

出典：Aviagen社出典：Aviagen社



トリ分布トリ分布

良い例 悪い例



（3）給餌管理（3）給餌管理
入雛時

• 敷紙：広い範囲に 水平に

• 給餌皿にも餌が見える様に準備

入雛時

• 敷紙：広い範囲に 水平に

• 給餌皿にも餌が見える様に準備

×悪い例○良い例



給餌方法
全てのヒナに食欲の立上げを促進

• 給餌回数で刺激（初日５回給餌等）
• 特に1回目給餌は多目に（3ｇ/羽）

粒餌を食べ終えた状況
＝次の給餌タイミング

新しい餌に集まる雛



良好餌付け ○



２日齢 そ嚢と腸発育

満腹そ嚢

空のそ嚢

出典：Aviagen社出典：Aviagen社



Physiological Development – Alimentary tract – (gut)

生理的発育－消化器官(腸)
• After hatch proventriculus, gizzard and small intestine grow faster than other organs.

孵化後の前胃と筋胃と小腸の発育は、
他の器官より速い。

• Maxim rate in 3 – 8 days, slows to 14/15 days.

最高成長率は3-8日齢、14/15日齢か
らは遅く。

• Duodenum rapid increase 3 ‐5 time in numbers of villi prior 4 days jejunum and ileum follow. 

十二指腸の繊毛の数が３－５倍に急激
に増加し、その後４日経過してから
空腸や回腸の繊毛が増える。

出典：Aviagen社出典：Aviagen社



餌付け環境から徐々に移行

日齢 敷き紙
給餌トレー

／自動給餌器

自動給餌器
から採食する
ヒナの数

0-3 100%

4 50%

5 0%

6

7

8

9-10

11



マッシュ飼料の選り好みー理由
ホッパー内の粒度分布

パン内の粒度分布

大きな粒ほど食べやすく、粉(極小粒)が残りやすい
この粉にこそ、高濃度の栄養成分が含まれている
(タンパク質、ミネラル、ビタミン、添加剤)

↑
1mm

↑
2mm

↑
2.8mm

大粒
極
小粒



マッシュ飼料の選り好みー対策

• エサの出方を少なく(中期)して、選り食いを
最小限にする

• クランブル→マッシュ切換は一度に実施する



（4）給水管理

入雛時
• 補助ドリンカー
必要とする水を早く飲ませることが重要
雛の近くに設置、常温の水を使用



水滴付いていないと、

気付かない・見向きもしない
ニップル先端に水滴付
いていると、皆で突く

調整

餌付け時の水量/水圧に注意



適切ニップル高さ 餌付け時



ラウンドドリンカー 調整後



飲みやすいドリンカー

初日のみ、直置き

水位が下がれば定期的に補充する

初日のみ、直置き

水位が下がれば定期的に補充する



総合ビタミン剤の飲水投与

• 種鶏から卵へのビタミン移行量は種類
によって異なる
例）ＶｰＡは８ｰ12週間

Ｖ-D3・ビオチンは低移行効率(若週齢時)

• 骨の基本発育は４ｰ18日齢



（5）光線管理（5）光線管理

餌付け時：

• 影なく均一な明るさ
• 照度は60ルクス
• 目標は食欲立ち上げ促進

8日齢以降：

• 徐々に暗くする
• 照度は5-10ルクス
• 目標は効率良いFCRとDG改善

餌付け時：

• 影なく均一な明るさ
• 照度は60ルクス
• 目標は食欲立ち上げ促進

8日齢以降：

• 徐々に暗くする
• 照度は5-10ルクス
• 目標は効率良いFCRとDG改善



消灯管理

消灯の目的は、消灯して暗期をつくると、

その前後で採食促され、休ませられる

その結果、無駄なエネルギー活動が減少し、
効率の良いFCRとDGとなる

突然死／腹水症／骨異常の減少



消灯管理の注意点

野外例：35日齢
適切な管理では騒がない

以下の充分な条件で管理すること

給餌スペース 最低45羽／パン

給水スペース
125羽／ﾗｳﾝﾄﾞ
9-12羽／ﾆｯﾌﾟﾙ

消灯
タイマーでいつも
同じ時刻に消灯

配餌

鶏舎奥まで短時間
配餌と、餌詰まり
トラブルの少ない

鶏舎



消灯プログラム
～夜間4時間サイクル中、暗期合計6時間～

日齢 プログラム 暗期時間

０－７ 24時間点灯 0

８－
出荷3日前

17時/21時/01時
から各２時間消灯

03時～17時まで連続点灯
6

出荷の
最終3日間

24時間点灯 0

注)・上記は冬季、生鳥3.0Kg以上の場合
・冬季に最も冷える03時以降は消灯しない
・夏季は夜間採食を考慮して合計4時間暗期



テーマ

B、チャンキーブロイラーの

育種改良



エビアジェン社の研究開発
業界として初めて 1989 

歩留の選抜精度を上げるために
超音波の応用

1991
心肺機能改善のため血中酸素濃度
測定用オキシメーター応用

1999 
野外環境で成績改善するための
家系選抜実施

2004
専用技術を用いた生涯FCR検定
開始

2005
異なる世界市場を目標とした特別
の選抜環境導入

2007
ブロイラー選抜にコクシ攻撃開始

2012 
商業的育種プログラムでゲノム
選抜実施

1989
非臨床的TD検査にX線技術導入

出典：第97回技術ゼミ Aviagen社の講演より



劣悪環境下でも良成績を残せる家系を見つける

抗生物質フリー
ぎりぎりの栄養
旧来の鶏舎
光線不足
高収容密度
高温
ぎりぎりの換気
過度のワクチン接種
古床使用
細菌やコクシの攻撃

様々な環境での選抜
兄弟試験の環境



日本では、2017年に48日齢体重が
平均約3130gになるか、3日早く
2.9kgに到達すると予測される。

地域別補正42日齢体重

餌付年

アジア 日本 世界 3年以上継続した成績のある顧客

出典：第97回技術ゼミ Aviagen社の講演より

ブロイラー成績：野外の体重推移



First impact of Sib Test

兄弟検定の最初の効果

Cobb Improving at approx 22g per year at 35 days

Ross improving at approx 66g per year at 35 days

Sib testing and a focus on live performance is paying off over a range of diets and environments

他鶏種は35日齢で年間約22g改善
チャンキーは35日齢で年間約66g改善

兄弟検定と農場成績に注力したことによって、
種々の栄養及び環境下で成果が上がっている

種々の飼料及び環境下でのADGの推移 米国における2000年以降の比較試験

出典：第97回技術ゼミ Aviagen社の講演より

青：チャンキー
赤：他鶏種

Trials Broiler Performance – ADG

ブロイラーテスト－平均日増体

チャンキー



Trials Broiler Performance – FCR

ブロイラーテスト-FCR

First impact of Sib Test

兄弟検定の最初の効果

First impact of Lifetime FCR

生涯FCRの最初の効果

Cobb Improving at approx 0.5 points per year

Ross improving at approx 2.5 points per year

Combined influence of sib testing and Lifetime FCR is paying off over a range of diets and environments

他鶏種は年間約0.5ポイント改善
チャンキーは年間約2.2ポイント改善

兄弟検定と生涯FCRの組み合わせによって、
種々の飼料及び環境下で改善が見られている

種々の飼料及び環境下でのFCRの推移 米国における2000年以降の比較試験

出典：第97回技術ゼミ Aviagen社の講演より

青：チャンキー
赤：他鶏種

チャンキー



「飼養管理の基本」まとめ

能力発揮は、先ずは基本管理から

消灯管理は大きな可能性あり

今後も育種改良は続きます


